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Waine, Broomfield, Banham, & Espie (2009) developed and validated the Metacognitions 2 
Questionnaire-Insomnia (MCQ-I) to assess metacognition about sleep, which was hypothesized to 3 
have a two-factor structure consisting of metacognitive belief about sleep, and metacognitive plans 4 
about sleep. However, it is unclear if the MCQ-I reflects metacognition about sleep as hypothesized 5 
because no item analysis or factor analysis was conducted. The present study was designed to 6 
develop a short version of MCQ-I using selected items and investigate its reliability and validity. A 7 
cross-sectional survey using the MCQ-I was conducted with undergraduates (N = 330) and 27 8 
patients with chronic insomnia disorder. Results of factor analysis and item analysis of their 9 
responses indicated that MCQ-I has a two-factor structure as hypothesized, and 25 items had high 10 
internal consistency. Moreover, the MCQ-I-25 was correlated with metacognition about worry, 11 
comprehensive dimensions of cognitive arousal, and sleep disturbances. Furthermore, the MCQ-I-12 
25 score was higher in insomnia patients than healthy students. These results suggest that MCQ-I-13 







 Waine et al.（2009）は，睡眠に関するメタ認知を測定する尺度として，Metacognitions 2 
Questionnaire-Insomnia（MCQ-I）を開発し，その信頼性と妥当性を確認している。原版にお3 
いて，睡眠に関するメタ認知は，睡眠に関するメタ認知的信念と睡眠に関するメタ認知的4 




 本研究では，横断的調査が実施された。大学生 330 名の回答と慢性不眠障害患者 27 名9 
の回答が，分析対象であった。 10 
 項目分析と因子分析の結果，MCQ-I 日本語版は，原版の想定と同様に 2 因子構造が抽出11 
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問 題 と 目 的  1  
 2  
 慢 性 不 眠 障 害 は ， 入 眠 困 難 や 睡 眠 維 持 困 難 と い っ た3  
夜 間 の 不 眠 症 状 と そ れ に 伴 う 日 中 の 機 能 低 下 を 呈 す る4  
睡 眠 問 題 が ， 週 3 日 以 上 現 れ ， そ の 状 態 が 3 ヶ 月 以 上5  
維 持 さ れ る と 定 義 さ れ て い る （ A m e r i c a n  A c a d e m y  o f  6  
S l e e p  M e d i c i n e ,  2 0 1 4 ）。欧 米 各 国 を 対 象 と し た 疫 学 研 究7  
（ L e g e r ,  G u i l l e m i n a u l t ,  D r e y f u s ,  D e l a h a y e ,  &  P a i l l a r d ,  8  
2 0 0 0 ； M o r i n  e t  a l . ,  2 0 1 1 ） で は ， 慢 性 不 眠 障 害 を 呈 す る9  
者 は 約 1 3 - 1 9 % 程 度 存 在 す る こ と が 報 告 さ れ て い る 。 ま1 0  
た ， 慢 性 不 眠 障 害 と 各 精 神 障 害 の 関 連 を 検 討 し た 縦 断1 1  
研 究 に 関 す る メ タ 分 析 研 究 （ H e r t e n s t e i n  e t  a l . ,  2 0 1 9 ）1 2  
で は ， 慢 性 不 眠 障 害 は 大 う つ 病 性 障 害 や 不 安 障 害 の 発1 3  
症 を 予 測 す る こ と が 示 さ れ て い る 。さ ら に ，慢 性 不 眠 障1 4  
害 は ， 反 応 時 間 や 注 意 集 中 い っ た 精 神 運 動 に 支 障 を き1 5  
た す こ と （ E d i n g e r ,  M e a n s ,  C a r n e y ,  &  K r y s t a l ,  2 0 0 8 ） か1 6  
ら ，生 活 の 質 の 低 下 に つ な が る と 報 告 さ れ て い る（ S a s a i  1 7  
e t  a l . ,  2 0 1 0 ）。 こ れ ら の こ と か ら ， 慢 性 不 眠 障 害 に 対 す1 8  
る 支 援 策 を 考 案 す る こ と が 重 要 で あ る と 考 え ら れ る 。  1 9  
 慢 性 不 眠 障 害 は ， 個 人 が 有 す る 身 体 的 ・ 生 理 的 ・ 心 理2 0  
的 ・ 精 神 的 ・ 薬 理 的 問 題 や 個 人 を 取 り 巻 く 環 境 の 問 題 が2 1  
原 因 と な っ て 発 症 す る と 考 え ら れ て い る （ W o r l d  2 2  
P s y c h i a t r i c  A s s o c i a t i o n ,  1 9 9 2 ）。 し か し な が ら ， こ う し2 3  
た 原 因 が 撤 去 さ れ た 後 に も ， 不 眠 症 状 が 維 持 す る 事 例2 4  
が あ る と 指 摘 さ れ て い る （ E l l i s ,  G e h m a n ,  E s p i e ,  2 5  
R i e m a n n ,  &  P e r l i s ,  2 0 1 2 ）。 実 際 ， 原 因 が 不 明 な が ら も2 6  
不 眠 症 状 が 維 持 す る 事 例 は ， 全 体 の 中 で 約 2 0 % 程 度 存2 7  
在 す る こ と が 報 告 さ れ て い る （ B u y s s e  e t  a l . ,  1 9 9 4 ）。 こ2 8  
う し た 慢 性 不 眠 障 害 の 発 症 と 維 持 を ，準 備 要 因（ 原 因 に2 9  
対 す る 反 応 性 の 高 さ ），促 進 要 因（ 原 因 へ の 曝 露 ），そ し3 0  
て 維 持 要 因 （ 認 知 行 動 的 要 因 ） の 観 点 か ら 説 明 し た3 1  
T h r e e  P s モ デ ル が 提 唱 さ れ て い る （ S p i e l m a n ,  1 9 8 6 ；3 2  
2 
 
S p i e l m a n ,  C a r u s o  &  G l o v i n s k y ,  1 9 8 7 ）。 T h r e e  P s モ デ ル1  
で は ， 慢 性 不 眠 障 害 の 発 症 に は 準 備 要 因 と 促 進 要 因 の2  
相 互 作 用 が 強 く 寄 与 す る が ， 慢 性 不 眠 障 害 の 維 持 に は3  
維 持 要 因 が 強 く 寄 与 す る と 考 え ら れ て い る 。ま た ，認 知4  
行 動 的 要 因 の 観 点 か ら 慢 性 不 眠 障 害 の 維 持 メ カ ニ ズ ム5  
が 提 案 さ れ た モ デ ル 研 究（ H a r v e y ,  2 0 0 2； H a r v e y ,  2 0 0 5 ）6  
で は ， 入 眠 前 や 中 途 覚 醒 と 早 朝 覚 醒 時 の 再 入 眠 前 に お7  
い て 反 復 的 に 高 ま る 心 配 で あ る 認 知 的 覚 醒 （ B o r k o v e c ,  8  
1 9 8 2 ）が ，他 の 認 知 行 動 的 要 因（ 睡 眠 関 連 刺 激 へ の 注 意9  
資 源 の 専 有 や 睡 眠 努 力 ）を 惹 起 さ せ る こ と で ，慢 性 不 眠1 0  
障 害 を 維 持 さ せ る と 考 え ら れ て い る 。実 際 ，慢 性 不 眠 障1 1  
害 の 維 持 を 検 討 し た 縦 断 研 究 （ N o r e l l - C l a r k e ,  J a n s s o n -1 2  
F r o j m a r k ,  T i l l f o r s ,  H a r v e y ,  &  L i n t o n ,  2 0 1 4 ） で は ， 認 知1 3  
的 覚 醒 は 慢 性 不 眠 障 害 の 維 持 要 因 で あ る こ と が 指 摘 さ1 4  
れ て い る 。  こ れ ら の こ と か ら ， 慢 性 不 眠 障 害 に 対 す る1 5  
支 援 を 講 じ る 際 に は ， そ の 維 持 要 因 で あ る 認 知 的 覚 醒1 6  
の 低 減 が 重 要 で あ る と 考 え ら れ る 。  1 7  
こ れ ま で ，認 知 的 覚 醒 の 低 減 を 目 指 す 一 環 と し て ，認1 8  
知 的 覚 醒 と し て 生 じ る 心 配 内 容 が 介 入 標 的 と し て 着 目1 9  
さ れ て き た 。 心 配 内 容 に つ い て 検 討 し た 調 査 研 究2 0  
（ H a r v e y ,  2 0 0 0 ； W i c k l o w  &  E s p i e ,  2 0 0 0 ） で は ， 日 常 生2 1  
活 の 問 題 に つ い て の 内 容 や 眠 れ な い こ と に つ い て の 内2 2  
容 が 抽 出 さ れ て い る 。 こ う し た 心 配 内 容 を 介 入 標 的 と2 3  
し た 介 入 方 略 と し て ， 認 知 的 再 体 制 化 法 が 開 発 さ れ て2 4  
い る （ M o r i n ,  1 9 9 3 ）。 認 知 的 再 体 制 化 法 で は ， 就 寝 時 に2 5  
浮 か ん だ 心 配 事 を 記 録 し ， そ の 心 配 が 現 実 的 に ど の 程2 6  
度 妥 当 で あ る か 検 証 す る こ と で 心 配 内 容 の 変 容 を 目 指2 7  
す 。認 知 的 再 体 制 化 法 は ，他 の 介 入 方 略 を 補 助 す る 役 割2 8  
と し て 効 果 的 で あ る と 報 告 さ れ て い る（ M o r g e n t h a l e r  e t  2 9  
a l . ,  2 0 0 6 ）。 た だ し ， 認 知 的 再 体 制 化 法 の 単 独 で の 効 果3 0  
は ，不 十 分 で あ り ，今 後 さ ら な る 検 討 の 余 地 が あ る と さ3 1  
れ て い る（ J a n s s o n - F r o j m a r k  &  N o r e l l - C l a r k e ,  2 0 1 8 ）。こ3 2  
3 
 
う し た 現 状 か ら ，認 知 的 覚 醒 の 低 減 の た め に は ，心 配 内1  
容 で は な く ， 別 の 視 点 か ら の 介 入 標 的 の 探 索 も 含 め た2  
検 討 が 必 要 で あ る 。  3  
 近 年 ， 個 人 が 有 す る 睡 眠 に 対 す る 考 え 方 の 構 え で あ4  
る 睡 眠 に 関 す る メ タ 認 知 が ， 認 知 的 覚 醒 に 寄 与 し て い5  
る 可 能 性 が 指 摘 さ れ て い る （ B r o o m f i e l d ,  G u m l e y ,  &  6  
E s p i e ,  2 0 0 5 ）。 睡 眠 に 関 す る メ タ 認 知 は ， 睡 眠 に 関 す る7  
メ タ 認 知 的 信 念 と 睡 眠 に 関 す る メ タ 認 知 的 プ ラ ン に 大8  
別 さ れ る（ W a i n e ,  B r o o m f i e l d ,  B a n h a m ,  &  E s p i e ,  2 0 0 9 ）。9  
睡 眠 に 関 す る メ タ 認 知 的 信 念 と は ，「 布 団 で 考 え 込 ん で1 0  
し ま う こ と は ，眠 り が 妨 げ ら れ る こ と を 意 味 す る 」と い1 1  
っ た 認 知 的 覚 醒 に 対 す る 意 味 づ け や ，「 眠 れ な い こ と は ，1 2  
睡 眠 を 制 御 で き て い な い こ と を 意 味 す る 」 と い っ た 眠1 3  
れ な い こ と に 対 す る 意 味 づ け に つ い て の 考 え 方 で あ る 。1 4  
ま た ， 睡 眠 に 関 す る メ タ 認 知 的 プ ラ ン と は ，「 眠 り に つ1 5  
く 前 に ，考 え 事 を 消 す べ き で あ る 」と い っ た 認 知 的 覚 醒1 6  
に 対 す る 制 御 方 略 や ，「 眠 れ な い 時 ， 一 生 懸 命 眠 ろ う と1 7  
す る べ き で あ る 」 と い っ た 眠 れ な い こ と に 対 す る 制 御1 8  
方 略 に つ い て の 考 え 方 で あ る 。 睡 眠 に 関 す る メ タ 認 知1 9  
は ， 睡 眠 関 連 刺 激 に 対 し て 注 意 資 源 を 奪 わ せ る こ と や2 0  
認 知 的 覚 醒 を 過 度 に 低 減 さ せ よ う と す る 試 み（ 例 え ば ，2 1  
思 考 抑 制 ）に 繋 が り ，結 果 的 に 認 知 的 覚 醒 が 高 ま る と 考2 2  
え ら れ て い る （ B r o o m f i e l d  e t  a l . ,  2 0 0 5 ）。  2 3  
 睡 眠 に 関 す る メ タ 認 知 を 測 定 す る 尺 度 と し て ，2 4  
M e t a c o g n i t i o n s  Q u e s t i o n n a i r e - I n s o m n i a （ M C Q - I ； W a i n e  2 5  
e t  a l . ,  2 0 0 9 ） が 開 発 さ れ て い る 。 M C Q - I で 測 定 さ れ る2 6  
睡 眠 に 関 す る メ タ 認 知 は ， 睡 眠 に 関 す る メ タ 認 知 的 信2 7  
念 と 睡 眠 に 関 す る メ タ 認 知 的 プ ラ ン の 2 因 子 か ら 構 成2 8  
さ れ る 概 念 で あ る と 定 義 さ れ て い る 。原 版 で は ，慢 性 不2 9  
眠 障 害 患 者 と 睡 眠 良 好 者 を 対 象 と し た 睡 眠 に 関 す る メ3 0  
タ 認 知 に つ い て の イ ン タ ビ ュ ー 調 査 と ， 心 配 に 関 す る3 1  
メ タ 認 知 を 測 定 す る M e t a c o g n i t i o n s  Q u e s t i o n n a i r e - 3 03 2  
4 
 
（ M C Q - 3 0； W e l l s  &  C a r t w r i g h t - H a t t o n ,  2 0 0 4 ） や U t i l i t y  1  
o f  P r e - s l e e p  W o r r y  Q u e s t i o n n a i r e （ H a r v e y ,  2 0 0 3 ） の 項2  
目 を 参 考 に ， M C Q - I 全 6 0 項 目 が 開 発 さ れ て い る 。  3  
ま た ， 原 版 で は ， M C Q - I の 高 い 信 頼 性 と 妥 当 性 が 報4  
告 さ れ て い る 。 慢 性 不 眠 障 害 患 者 に お い て ， M C Q - I と5  
M C Q - 3 0 と の 間 で 有 意 な 正 の 相 関 （ r = 0 . 6 9 ,  p < 0 . 0 1 ） が6  
示 さ れ た こ と か ら 併 存 的 妥 当 性 が 確 認 さ れ て お り ，7  
M C Q - I と P i t t s b u r g h  S l e e p  Q u a l i t y  I n d e x（ P S Q I； B u y s s e ,  8  
R e y n o l d s  Ⅲ ,  M o n k ,  B e r m a n ,  &  K u p f e r ,  1 9 8 9 ） と の 間 で9  
有 意 な 正 の 相 関 （ r = 0 . 5 9 ,  p < 0 . 0 1 ） が 示 さ れ た こ と か ら1 0  
構 成 概 念 妥 当 性 が 確 認 さ れ て い る 。さ ら に ，慢 性 不 眠 障1 1  
害 患 者 群 と 睡 眠 良 好 者 群 と の 間 で ， M C Q - I 合 計 得 点 に1 2  
有 意 な 差 （ t [ 6 9 ] = - 5 . 8 4 ,  p < 0 . 0 1 ） が 示 さ れ た こ と か ら 臨1 3  
床 的 妥 当 性 が 確 認 さ れ て い る 。  1 4  
し か し な が ら ， M C Q - I の 尺 度 開 発 過 程 な ら び に 信 頼1 5  
性 と 妥 当 性 の 検 討 過 程 に は ，課 題 点 が 散 見 さ れ る 。第 一1 6  
に ， M C Q - I の 項 目 分 析 が 不 十 分 で あ る と い う 点 が 挙 げ1 7  
ら れ る 。原 版 で は ，各 項 目 の 記 述 統 計 量 の 分 析 が 行 わ れ1 8  
て お ら ず ， 天 井 効 果 や 床 効 果 と い っ た 反 応 の 偏 り が 混1 9  
入 し て い る 可 能 性 が あ る 。ま た ，原 版 で は ，少 数 の 慢 性2 0  
不 眠 障 害 患 者 （ n = 3 7 ） の み を 対 象 と し て M C Q - I を 開 発2 1  
し た と い う 経 緯 か ら ， 尺 度 の 内 的 整 合 性 に 関 す る 検 討2 2  
を 行 っ て い な い 。こ の た め ，尺 度 全 体 と し て 内 的 整 合 性2 3  
に 寄 与 し て い な い 項 目 が 検 出 さ れ て い な い 可 能 性 が あ2 4  
る 。 第 二 に ， M C Q - I の 因 子 構 造 に 関 す る 検 討 が 行 わ れ2 5  
て い な い こ と が 挙 げ ら れ る 。原 版 で は ，睡 眠 に 関 す る メ2 6  
タ 認 知 を ２ 因 子 か ら 構 成 さ れ る 概 念 で あ る と 想 定 し ，2 7  
項 目 を 作 成 し て い る 。し か し な が ら ，因 子 論 的 妥 当 性 に2 8  
つ い て は 未 検 討 で あ り ， 各 項 目 が い ず れ の 因 子 の 影 響2 9  
を ど の 程 度 反 映 し て い る か に つ い て は 不 明 で あ る 。 第3 0  
三 に ，妥 当 性 の 検 討 が 不 十 分 で あ る 点 が 挙 げ ら れ る 。睡3 1  
眠 に 関 す る メ タ 認 知 は ， 認 知 的 覚 醒 を 高 め る こ と に よ3 2  
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り 慢 性 不 眠 障 害 を 維 持 さ せ る と 考 え ら れ て い る 。 し か1  
し な が ら ， 原 版 で は 認 知 的 覚 醒 を 評 価 し て い な い こ と2  
か ら ， 構 成 概 念 妥 当 性 の 検 討 が 不 十 分 で あ る と 考 え ら3  
れ る 。 ま た ， 原 版 で は ， M C Q - I の 併 存 的 妥 当 性 を 検 討4  
す る た め の 基 準 テ ス ト と し て M C Q - 3 0 を 使 用 し て い る 。5  
M C Q - 3 0 で 測 定 さ れ る 心 配 に 関 す る メ タ 認 知 は ， M C Q - I6  
で 測 定 さ れ る 睡 眠 と い う 状 況 に 特 異 的 な メ タ 認 知 を 包7  
含 す る 広 義 な 概 念 で あ る と 考 え ら れ る 。 M C Q - I を 新 た8  
に 開 発 す る 意 義 と し て ， M C Q - 3 0 と 比 較 し て ， M C Q - I が9  
就 寝 場 面 に 特 異 的 な 心 配 で あ る 認 知 的 覚 醒 と 強 く 関 連1 0  
し て い る こ と を 示 す 必 要 が あ る と 考 え ら れ る 。  1 1  
そ こ で ， 本 研 究 で は ， M C Q - I 日 本 語 版 を 開 発 す る と1 2  
と も に ， 原 版 の 尺 度 開 発 過 程 に 関 す る 課 題 点 を 踏 ま え1 3  
な が ら 項 目 選 定 を 実 施 し ， M C Q - I 日 本 語 版 の 短 縮 版 を1 4  
開 発 す る 。そ し て ，原 版 の 信 頼 性 と 妥 当 性 の 検 討 過 程 に1 5  
関 す る 課 題 点 を 踏 ま え て ， M C Q - I 日 本 語 版 と 短 縮 版 の1 6  
信 頼 性 と 妥 当 性 を 検 討 す る こ と を 目 的 と す る 。  1 7  
 1 8  
方 法  1 9  
 2 0  
調 査 手 続 き  2 1  
 2 0 1 8 年 4 月 か ら 2 0 1 8 年 7 月 に か け て ， 授 業 終 了 後2 2  
の 教 場 に お い て ， 大 学 生 を 対 象 と し た 質 問 紙 調 査 を 実2 3  
施 し た 。 質 問 紙 は ， 人 口 統 計 変 数 （ 年 齢 ， 学 年 ， 性 別 ）2 4  
を 尋 ね る 項 目 群 ，M C Q - I 日 本 語 版 ，M C Q - 3 0 日 本 語 版（ 山2 5  
田 ・ 辻 ， 2 0 0 7 ）， 入 眠 時 認 知 活 動 尺 度 （ 宗 澤 ・ 伊 藤 ・ 根2 6  
建 ， 2 0 0 7 ），  P S Q I 日 本 語 版 （ 土 井 ・ 簑 輪 ・ 大 川 ・ 内 山 ，2 7  
1 9 9 8 ； D o i  e t  a l . ,  2 0 0 0 ） か ら 構 成 さ れ た 。  2 8  
 ま た ， 2 0 1 7 年 8 月 か ら 2 0 1 9 年 3 月 に か け て ，睡 眠 障2 9  
害 専 門 医 療 機 関 に お け る 慢 性 不 眠 障 害 に 対 す る 認 知 行3 0  
動 療 法 外 来 を 受 診 し た 初 診 の 慢 性 不 眠 障 害 患 者 を 対 象3 1  
に 質 問 紙 調 査 を 実 施 し た 。対 象 者 の 選 定 基 準 は ，初 診 時3 2  
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に お い て ，睡 眠 障 害 国 際 分 類 第 3 版（ A m e r i c a n  A c a d e m y  1  
o f  S l e e p  M e d i c i n e ,  2 0 1 4 ） に 基 づ き ， 慢 性 不 眠 障 害 が 主2  
疾 患 で あ る と 診 断 さ れ た こ と で あ り ， 除 外 基 準 は 設 定3  
さ れ な か っ た 。初 診 終 了 後 ，研 究 者 は ，対 象 者 に 本 研 究4  
の 趣 旨 に つ い て 書 面 及 び 口 頭 で 説 明 し ， 参 加 の 同 意 を5  
示 し た 2 7 名 に 対 し て 質 問 紙 調 査 を 実 施 し た 。 な お ， 対6  
象 者 は ， 全 員 ， 初 診 か ら 第 2 診 ま で の 間 に 併 存 疾 患 の7  
確 認 な ら び に 確 定 診 断 の た め に ， 終 夜 睡 眠 ポ リ グ ラ フ8  
検 査 を 受 け て お り ， 2 7 名 全 員 の 主 疾 患 が 慢 性 不 眠 障 害9  
で あ る こ と が 確 認 さ れ て い る 。 こ の こ と か ら ， 2 7 名 全1 0  
員 を 本 研 究 の 分 析 対 象 者 と し た 。質 問 紙 は ，大 学 生 を 対1 1  
象 と し た 質 問 紙 調 査 と 同 様 で あ っ た 。そ れ に 加 え て ，慢1 2  
性 不 眠 障 害 患 者 の 特 徴 を 確 認 す る た め に ， 初 診 の 通 常1 3  
診 療 で 収 集 さ れ た 診 療 情 報 の う ち ，問 診 票（ 既 往 歴 の 有1 4  
無 ，睡 眠 薬 服 用 の 有 無 ）と I n s o m n i a  S e v e r i t y  I n d e x（ I S I；1 5  
M o r i n ,  1 9 9 3 ； B a s t i e n ,  V a l l i e r e s ,  &  M o r i n ,  2 0 0 1 ） 日 本 語1 6  
版 （ 宗 澤 ・ M o r i n ・ 井 上 ・ 根 建 ， 2 0 0 9 ） を 使 用 し た 。  1 7  
 1 8  
調 査 対 象 者  1 9  
 調 査 協 力 に 同 意 し た 大 学 生 3 6 3 名 の 回 答 の う ち ， 人2 0  
口 統 計 変 数 （ 年 齢 ， 学 年 ， 性 別 ） を 尋 ね る 項 目 群 ま た は2 1  
M C Q - I 日 本 語 版 に 欠 損 が あ っ た 1 9 名 の 回 答 と P S Q I 日2 2  
本 語 版 に よ っ て 睡 眠 薬 の 使 用 が 確 認 さ れ た 1 4 名 の 回 答2 3  
を 除 外 し た ， 3 3 0 名 の 回 答 （ 男 性 1 3 3 名 ， 女 性 1 9 7 名 ，2 4  
平 均 年 齢 1 9 . 4 8 歳 ， S D = 2 . 3 4 歳 ） が 有 効 回 答 で あ っ た 。 2 5  
ま た ，調 査 協 力 に 同 意 し た 慢 性 不 眠 障 害 患 者 2 7 名 の2 6  
回 答 の う ち ， 2 7 名 の 回 答 （ 男 性 1 2 名 ， 女 性 1 5 名 ， 平2 7  
均 年 齢 5 3 . 9 3 歳 ， S D = 1 3 . 7 5 歳 ） が 有 効 回 答 で あ っ た 。2 8  
慢 性 不 眠 障 害 患 者 の 特 徴 を T a b l e  1 に 示 す 。  2 9  
 3 0  
調 査 材 料  3 1  
M e t a c o g n i t i o n s  Q u e s t i o n n a i r e - I n s o m n i a （ M C Q - I ；3 2  
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W a i n e  e t  a l . ,  2 0 0 9 ）  日 本 語 版  M C Q - I は ， 睡 眠 に 関1  
す る メ タ 認 知 を 測 定 す る 尺 度 で あ る 。M C Q - I で は 6 0 項2  
目 か ら 構 成 さ れ て い る 。 各 項 目 は 4 段 階 の L i k e r t 尺 度3  
（ 1 .  あ て は ま ら な い ～ 4 .  あ て は ま る ）に よ り 評 価 さ れ ，4  
合 計 得 点 が 高 い ほ ど 睡 眠 に 関 す る メ タ 認 知 を 有 し て い5  
る こ と を 意 味 す る 。  6  
M C Q - I 日 本 語 版 の 開 発 に 際 し て ， 原 版 責 任 著 者 で あ7  
り 本 研 究 の 第 7 著 者 か ら 日 本 語 版 の 開 発 ， 項 目 分 析 と8  
因 子 構 造 な ら び に 信 頼 性 と 妥 当 性 に 関 す る 検 討 の 許 可9  
が 得 ら れ た 。 M C Q - I が 第 1 著 者 と 第 6 著 者 に よ り 日 本1 0  
語 に 順 翻 訳 さ れ た 後 ， ア メ リ カ 合 衆 国 の 高 等 学 校 と 41 1  
年 制 大 学 を 卒 業 し た ネ イ テ ィ ブ ス ピ ー カ ー で あ り 臨 床1 2  
心 理 学 を 専 攻 す る 大 学 院 生 に よ っ て 英 語 に 逆 翻 訳 さ れ1 3  
た 。 そ の 後 ， 第 7 著 者 に よ る 逆 翻 訳 の レ ビ ュ ー に 基 づ1 4  
い て ， 第 1 著 者 と 第 6 著 者 に よ り 日 本 語 訳 の 修 正 が 実1 5  
施 さ れ た 。 最 終 的 に ， 第 1 著 者 と 第 6 著 者 な ら び に 第1 6  
7 著 者 と の 間 で 合 意 が 得 ら れ た 日 本 語 訳 を M C Q - I 日 本1 7  
語 版 と し た （ T a b l e  2 ）。  1 8  
M e t a c o g n i t i o n s  Q u e s t i o n n a i r e - 3 0 （ M C Q - 3 0 ； W e l l s  1 9  
&  C a r t w r i g h t - H a t t o n ,  2 0 0 4 ）日 本 語 版（ 山 田 ・ 辻 ，2 0 0 7 ） 2 0  
M C Q - 3 0 日 本 語 版 は ，心 配 に 関 す る メ タ 認 知 を 測 定 す る2 1  
尺 度 で あ る 。 M C Q - 3 0 日 本 語 版 は ， 5 因 子 （ 第 1 因 子 ：2 2  
認 知 的 自 信 の 低 さ ， 第 2 因 子 ： ポ ジ テ ィ ブ な メ タ 認 知2 3  
的 信 念 ， 第 3 因 子 ： 認 知 的 自 己 意 識 ， 第 4 因 子 ： ネ ガ2 4  
テ ィ ブ な メ タ 認 知 的 信 念 ， 第 5 因 子 ： 思 考 制 御 の 必 要2 5  
性 ） 3 0 項 目 か ら 構 成 さ れ て い る 。 各 項 目 は 4 段 階 の2 6  
L i k e r t 尺 度（ 1 .  当 て は ま ら な い ～ 4 .  非 常 に 当 て は ま る ）2 7  
に よ り 評 価 さ れ ， 合 計 得 点 が 高 い ほ ど 心 配 に 関 す る メ2 8  
タ 認 知 を 有 し て い る こ と を 意 味 す る 。  2 9  
入 眠 時 認 知 活 動 尺 度 （ P r e - s l e e p  C o g n i t i v e  3 0  
A c t i v i t y  S c a l e： P C A S； 宗 澤 ・ 伊 藤 ・ 根 建 ，2 0 0 7 ） P C A S3 1  
は ， 認 知 的 覚 醒 を 測 定 す る 尺 度 で あ る 。 P C A S は ， 3 因3 2  
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子 （ 第 1 因 子 ： ネ ガ テ ィ ブ な 考 え 事 ・ 感 情 ， 第 2 因 子 ：1  
眠 れ な い こ と へ の 不 安 ， 第 3 因 子 ： 眠 れ な い こ と が も2  
た ら す 影 響 へ の 心 配 ） 2 3 項 目 か ら 構 成 さ れ て い る 。 各3  
項 目 は 4 段 階 の L i k e r t 尺 度（ 1 .  ま っ た く あ て は ま ら な4  
い ～ 4 .  か な り あ て は ま る ） に よ り 評 価 さ れ ， 合 計 得 点5  
が 高 い ほ ど 認 知 的 覚 醒 が 高 い こ と を 意 味 す る 。  6  
P i t t s b u r g h  S l e e p  Q u a l i t y  I n d e x （ P S Q I ； B u y s s e  e t  7  
a l ,  1 9 8 9 ） 日 本 語 版 （ 土 井 ・ 簑 輪 ・ 大 川 ・ 内 山 ， 1 9 9 8 ；8  
D o i  e t  a l . ,  2 0 0 0 ）  P S Q I 日 本 語 版 は ， 総 合 的 な 睡 眠9  
の 質 を 評 価 す る 質 問 票 で あ る 。 P S Q I 日 本 語 版 は ， 7 つ1 0  
の コ ン ポ ー ネ ン ト （ C 1 ： 主 観 的 な 睡 眠 の 質 ， C 2 ： 入 眠1 1  
潜 時 ， C 3 ： 総 睡 眠 時 間 ， C 4 ： 睡 眠 効 率 ， C 5 ： 睡 眠 維 持1 2  
困 難 ， C 6 ： 睡 眠 薬 の 使 用 ， C 7 ： 日 中 の 機 能 ） か ら 構 成1 3  
さ れ て い る 。 P S Q I で は ， 就 寝 時 刻 ， 入 眠 潜 時 ， 起 床 時1 4  
刻 ，睡 眠 時 間 を 関 す る 項 目 は 数 字 で ，そ れ 以 外 の 項 目 は1 5  
4 段 階 の L i k e r t 尺 度 （ 1 .  な し ～ 4 .  1 週 間 に 3 回 以 上 ）1 6  
に よ り 評 価 さ れ ， 各 コ ン ポ ー ネ ン ト の 合 計 得 点 で あ る1 7  
G l o b a l  P S Q I  s c o r e が 高 い ほ ど 総 合 的 な 睡 眠 の 質 が 低 下1 8  
し て い る こ と を 意 味 す る 。  1 9  
I n s o m n i a  S e v e r i t y  I n d e x（ I S I； M o r i n ,  1 9 9 3； B a s t i e n ,  2 0  
V a l l i e r e s ,  &  M o r i n ,  2 0 0 1 ） 日 本 語 版 （ 宗 澤 ・ M o r i n ・2 1  
井 上 ・ 根 建 ， 2 0 0 9 ）  I S I 日 本 語 版 は ， 慢 性 不 眠 障 害 の2 2  
重 症 度 を 評 価 す る 質 問 紙 で あ る 。 I S I 日 本 語 版 は ， 7 項2 3  
目 か ら 構 成 さ れ て い る 。 各 項 目 は 5 段 階 の L i k e r t 尺 度2 4  
に よ り 評 価 さ れ ， 合 計 得 点 が 高 い ほ ど 慢 性 不 眠 障 害 が2 5  
重 症 で あ る こ と を 意 味 す る 。 ま た ， I S I の 合 計 得 点 は ，2 6  
8 点 以 上 で 境 界 域 ， 1 5 点 以 上 で 中 等 度 ， 2 2 点 以 上 で 重2 7  
症 と さ れ て い る 。  2 8  
 2 9  
統 計 的 解 析  3 0  
項 目 分 析 と 因 子 構 造 の 検 討  大 学 生 3 3 0 名 の 有 効 回3 1  
答 が ，因 子 構 造 の 検 討 の 対 象 で あ っ た 。ま ず ，M C Q - I 日3 2  
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本 語 版 の 1 因 子 構 造 に お け る 適 合 度 を 算 出 す る た め に ，1  
確 認 的 因 子 分 析 を 行 っ た 。  2  
次 に ，M C Q - I 日 本 語 版 全 6 0 項 目 に お け る 反 応 の 偏 っ3  
た 項 目 を 除 外 す る た め に ， 小 塩（ 2 0 0 5 ） を 参 考 に ， 天 井4  
効 果 （ 平 均 値 と 標 準 偏 差 の 和 が 4 以 上 ） と 床 効 果 （ 平5  
均 値 と 標 準 偏 差 の 差 が 1 以 下 ）の 検 討 を 行 っ た 。ま た ，6  
M C Q - I 日 本 語 版 の 因 子 構 造 を 検 討 す る た め に ， 最 尤 法7  
プ ロ マ ッ ク ス 回 転 に よ る 探 索 的 因 子 分 析 を 行 っ た 。 因8  
子 数 の 判 断 基 準 は ，カ イ ザ ー ガ ッ ト マ ン 基 準（ 固 有 値 が9  
1 以 上 の 因 子 数 を 採 択 ）， ス ク リ ー 基 準 ， 最 小 平 均 偏 相1 0  
関（ V e l i c e r ,  1 9 7 6； 算 出 さ れ た 値 が 最 小 で あ る 因 子 数 を1 1  
採 択 ） と し た 。 ま た ， 小 塩 （ 2 0 0 5 ） を 参 考 に ， 負 荷 量 が1 2  
0 . 4 0 以 下 ま た は 2 つ 以 上 の 因 子 で 負 荷 量 が 0 . 4 0 以 上 で1 3  
あ っ た 項 目 を 除 外 し た 。 最 終 的 に 選 定 さ れ た 項 目 を1 4  
M C Q - I 日 本 語 版 の 短 縮 版 と し た 。 そ し て ， 短 縮 版 の 因1 5  
子 構 造 に お け る 適 合 度 を 算 出 す る た め に ， 確 認 的 因 子1 6  
分 析 を 行 っ た 。  1 7  
信 頼 性 の 検 討  大 学 生 3 3 0 名 の 有 効 回 答 が ， 信 頼 性1 8  
の 検 討 の 対 象 で あ っ た 。 M C Q - I 日 本 語 版 と 短 縮 版 の 信1 9  
頼 性 を 検 討 す る た め に ，ク ロ ン バ ッ ク の α 係 数 の 算 出 ，2 0  
各 項 目 が 除 外 さ れ た 際 の α 係 数 の 検 討 ， I t e m - T o t a l 相2 1  
関 分 析 な ら び に G o o d - P o o r 分 析 を 行 っ た 。  2 2  
妥 当 性 の 検 討  大 学 生 3 3 0 名 の 有 効 回 答 の う ち ，2 3  
M C Q - I 日 本 語 版 以 外 の 調 査 材 料 の い ず れ か に 欠 損 が あ2 4  
っ た 4 0 名 の 回 答 を 除 外 し た ， 2 9 0 名 の 回 答 が 妥 当 性 の2 5  
検 討 の 対 象 で あ っ た 。  2 6  
 1 .  併 存 的 妥 当 性 の 検 討  M C Q - I は ， M C Q - 3 0 を 参 考2 7  
と し な が ら 開 発 さ れ て い る （ W a i n e  e t  a l . ,  2 0 0 9 ）。 そ こ2 8  
で ， 併 存 的 妥 当 性 を 検 討 す る た め に ， M C Q - I 日 本 語 版2 9  
な ら び に 短 縮 版 と ，M C Q - 3 0 日 本 語 版 と の 間 で 相 関 分 析3 0  
を 行 っ た 。  3 1  
2 .  構 成 概 念 妥 当 性 の 検 討  睡 眠 に 関 す る メ タ 認 知3 2  
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は ， 認 知 的 覚 醒 を 高 め る こ と で 慢 性 不 眠 障 害 を 維 持 さ1  
せ る 概 念 で あ る と さ れ て い る（ B r o o m f i e l d  e t  a l . ,  2 0 0 5；2  
W a i n e  e t  a l . ,  2 0 0 9 ）。 そ こ で ， 構 成 概 念 妥 当 性 を 検 討 す3  
る た め に ， M C Q - I 日 本 語 版 な ら び に 短 縮 版 と ， P C A S な4  
ら び に P S Q I 日 本 語 版 と の 間 で 相 関 分 析 を 行 っ た 。ま た ，5  
M C Q - I 日 本 語 版 な ら び に 短 縮 版 が P C A S を 媒 介 し て6  
P S Q I 日 本 語 版 に 関 連 す る こ と を 検 討 す る 共 分 散 構 造 分7  
析 を 行 っ た 。間 接 効 果 の 有 意 性 は ，ブ ー ト ス ト ラ ッ プ 法8  
（ リ サ ン プ リ ン グ 回 数 2 0 0 0 回 ）に お け る 信 頼 区 間 の 推9  
定 に よ り 検 討 し た 。  1 0  
3 .  弁 別 的 妥 当 性 の 検 討  睡 眠 に 関 す る メ タ 認 知 は ，1 1  
心 配 に 関 す る メ タ 認 知 と 比 較 し て ， 認 知 的 覚 醒 を よ り1 2  
強 く 予 測 す る 概 念 で あ る と さ れ て い る （ B r o o m f i e l d  e t  1 3  
a l . ,  2 0 0 5 ； W a i n e  e t  a l . ,  2 0 0 9 ）。 そ こ で ， 弁 別 的 妥 当 性1 4  
を 検 討 す る た め に ，M C Q - 3 0 を 制 御 変 数 と し た M C Q - I 日1 5  
本 語 版 な ら び に 短 縮 版 と ， P C A S と の 間 と ， M C Q - I 日 本1 6  
語 版 な ら び に 短 縮 版 を 制 御 変 数 と し た M C Q - 3 0 と P C A S1 7  
と の 間 で 偏 相 関 分 析 を 行 っ た 。  1 8  
4 .  臨 床 的 妥 当 性 の 検 討  睡 眠 に 関 す る メ タ 認 知 は ，1 9  
慢 性 不 眠 障 害 患 者 に 特 有 な 認 知 的 特 徴 で あ る こ と が 示2 0  
唆 さ れ て い る （ B r o o m f i e l d  e t  a l . ,  2 0 0 5 ； W a i n e  e t  a l . ,  2 1  
2 0 0 9 ）。 慢 性 不 眠 障 害 患 者 群 と 大 学 生 群 に お け る ， 年 齢2 2  
を 共 変 量 と し た ， M C Q - I 日 本 語 版 と 短 縮 版 な ら び に2 3  
M C Q - 3 0 日 本 語 版 の 差 を 検 討 す る 共 分 散 分 析 を 行 っ た 。2 4  
な お ， 共 分 散 分 析 の 前 提 条 件 で あ る 共 変 量 と 従 属 変 数2 5  
の 共 通 回 帰 式 の 有 意 性 を 確 認 す る た め に ， 年 齢 を 独 立2 6  
変 数 ， M C Q - I 日 本 語 版 と 短 縮 版 な ら び に M C Q - 3 0 日 本2 7  
語 版 合 計 得 点 を 従 属 変 数 と し た 単 回 帰 分 析 を 事 前 に 行2 8  
っ た 。 共 通 回 帰 式 が 有 意 で な か っ た 際 に は ， 慢 性 不 眠 障2 9  
害 患 者 群 と 大 学 生 群 に お い て ， M C Q - I 日 本 語 版 と 短 縮3 0  
版 な ら び に M C Q - 3 0 日 本 語 版 の 差 を 検 討 す る 対 応 の な3 1  
い t 検 定 と H e d g e s ’  g の 算 出 を 実 施 し た 。 効 果 量 の 基 準3 2  
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は ， H e d g e s ’  g = 0 . 2 0 以 上 で 小 さ い ， H e d g e s ’  g = 0 . 5 0 以 上1  
で 中 等 度 ， H e d g e s ’  g = 0 . 8 0 以 上 で 大 き い と し た（ C o h e n ,  2  
1 9 8 8 ）。  3  
 統 計 的 解 析 に は ， I B M  S P S S  S t a t i s t i c s  2 4  （ I B M  c o r p . ,  4  
A r m o n k ,  N Y ） を 使 用 し た 。  5  
 6  
倫 理 的 配 慮  7  
 大 学 生 を 対 象 と し た 質 問 紙 調 査 に お い て ， 調 査 対 象8  
者 は ，質 問 紙 へ の 回 答 の 前 に ，研 究 趣 旨 ，調 査 協 力 の 任9  
意 性 ， 調 査 協 力 に 同 意 し な い 場 合 も 不 利 益 が 生 じ な い1 0  
こ と ， な ら び に 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 説 明 を 文 書 と1 1  
口 頭 に よ り 受 け た 。説 明 後 ，調 査 対 象 者 は ，調 査 協 力 に1 2  
同 意 す る 場 合 の み 質 問 紙 に 回 答 し た 。  1 3  
 ま た ， 慢 性 不 眠 障 害 患 者 を 対 象 と し た 質 問 紙 調 査 に1 4  
お い て ，調 査 対 象 者 は ，研 究 趣 旨 ，調 査 協 力 の 任 意 性 ，1 5  
調 査 協 力 に 同 意 し な い 場 合 も 不 利 益 が 生 じ な い こ と ，1 6  
本 研 究 で 使 用 し た 質 問 紙 の 個 体 識 別 番 号 と 診 療 情 報 の1 7  
カ ル テ 番 号 を 連 結 さ せ る 対 応 表 を 作 成 す る こ と に 関 す1 8  
る 説 明 を 文 書 と 口 頭 に よ り 説 明 を 受 け た 。そ の 後 ，調 査1 9  
対 象 者 は ，調 査 協 力 に 同 意 す る 場 合 の み ，同 意 書 に 署 名2 0  
し た 上 で 質 問 紙 に 回 答 し た 。  2 1  
 本 研 究 は ， 早 稲 田 大 学 人 を 対 象 と す る 研 究 に 関 す る2 2  
倫 理 審 査 委 員 会 の 承 認 （ 2 0 1 7 年 7 月 2 7 日 ； 承 認 番 号2 3  
2 0 1 7 - 1 1 9 ）と ，医 療 法 人 社 団 三 遠 メ デ ィ メ イ ツ 豊 橋 メ イ2 4  
ツ ク リ ニ ッ ク 倫 理 委 員 会 の 承 認（ 2 0 1 7 年 8 月 1 0 日 ； 承2 5  
認 番 号 4 5 ） を 受 け た 後 に 実 施 さ れ た 。  2 6  
 2 7  
結 果  2 8  
 2 9  
M C Q - I 日 本 語 版 に お け る 天 井 効 果 ・ 床 効 果 な ら び に 因3 0  
子 構 造 の 検 討  3 1  
 M C Q - I 日 本 語 版 に つ い て 確 認 的 因 子 分 析 を 行 っ た 。3 2  
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適 合 度 は ， χ 2 （ 1 7 1 0 ） = 4 2 5 9 . 1 2 （ p < 0 . 0 1 ）， G F I = 0 . 6 6 ，1  
A G F I = 0 . 6 4 ,  R M S E A = 0 . 0 7 ,  C F I = 0 . 6 6 で あ っ た 。 ま た ， 各2  
項 目 の 因 子 負 荷 量 は い ず れ も 有 意 で あ っ た （ β = 0 . 2 4  -  3  
0 . 7 0 ,  p < 0 . 0 1 ）。  4  
M C Q - I 日 本 語 版 6 0 項 目 の う ち ，天 井 効 果 が 確 認 さ れ5  
た 1 項 目 （ 項 目 番 号 ： 1 3 ） と 床 効 果 が 確 認 さ れ た 1 0 項6  
目 （ 項 目 番 号 ： 2 ， 1 5 ， 2 6 ， 3 0 ， 3 9 ， 4 2 ， 4 3 ， 4 8 ， 4 9 ，7  
5 2 ） を 除 外 し た （ T a b l e  2 ）。 以 降 の 分 析 に は ， 残 り の 4 98  
項 目 を 使 用 し た 。 ま た ， M C Q - I 日 本 語 版 に 関 し て ， 最9  
尤 法 プ ロ マ ッ ク ス 回 転 に よ る 探 索 的 因 子 分 析 を 行 っ た 。1 0  
カ イ ザ ー ガ ッ ト マ ン 基 準 か ら 1 3 因 子 構 造 ，ス ク リ ー 基1 1  
準 か ら 1 因 子 構 造 ， 2 因 子 構 造 ま た は 3 因 子 構 造 で あ1 2  
る と 仮 定 し た （ F i g u r e  1 ）。 最 小 平 均 偏 相 関 は ， 1 因 子 構1 3  
造 で 0 . 0 0 9 0 ， 2 因 子 構 造 で 0 . 0 0 8 0 ， 3 因 子 構 造 で 0 . 0 0 7 81 4  
で あ っ た 。こ れ ら の 結 果 か ら 3 因 子 構 造 2 2 項 目 が 妥 当1 5  
で あ る と 判 断 さ れ た が ，3 因 子 構 造 の 場 合 は 解 釈 困 難 な1 6  
因 子 （ 睡 眠 に 関 す る メ タ 認 知 的 信 念 に 関 す る 項 目 [ 項 目1 7  
番 号 ： 4 5 ] と 睡 眠 に 関 す る メ タ 認 知 的 プ ラ ン に 関 す る 項1 8  
目 [ 項 目 番 号 ： 1 4 ， 1 8 ， 1 9 ， 2 8 ， 3 6 ， 5 7 ， 5 9 ] が 混 在 ） が1 9  
抽 出 さ れ た 。 そ の た め ， 最 終 的 に ， 2 因 子 構 造 2 5 項 目2 0  
が 妥 当 で あ る と 判 断 し ， こ れ ら 2 5 項 目 を M C Q - I - 2 5 日2 1  
本 語 版 と し た 。 第 1 因 子 を “ 睡 眠 に 関 す る メ タ 認 知 的2 2  
信 念 ”， 第 2 因 子 を “ 睡 眠 に 関 す る メ タ 認 知 的 プ ラ ン ”2 3  
と 命 名 し た （ T a b l e  3 ）。 ま た ， M C Q - I - 2 5 日 本 語 版 に つ2 4  
い て 確 認 的 因 子 分 析 を 行 っ た 。 適 合 度 は ， χ 2 （ 2 7 4 ）2 5  
= 7 1 3 . 2 7（ p < 0 . 0 1 ）， G F I = 0 . 8 5 ， A G F I = 0 . 8 2 ,  R M S E A = 0 . 0 7 ,  2 6  
C F I = 0 . 8 4 で あ っ た 。 ま た ， 各 項 目 の 因 子 負 荷 量 は い ず2 7  
れ も 有 意 で あ っ た （ β = 0 . 3 8  -  0 . 7 1 ,  p < 0 . 0 1 ）。  2 8  
 2 9  
M C Q - I 日 本 語 版 に お け る 信 頼 性 の 検 討  3 0  
 M C Q - I 日 本 語 版 と M C Q - I - 2 5 日 本 語 版 に 関 し て ，平 均3 1  
値 と 標 準 偏 差 の 算 出 ， ク ロ ン バ ッ ク の α 係 数 の 算 出 ，3 2  
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各 項 目 が 除 外 さ れ た 際 の α 係 数 の 検 討 ， I t e m - T o t a l 相1  
関 分 析 ， G o o d - P o o r 分 析 を 行 っ た （ T a b l e  2 ； T a b l e  3 ）。2  
ク ロ ン バ ッ ク の α 係 数 を 算 出 し た と こ ろ ， M C Q - I 日 本3  
語 版 全 6 0 項 目 で 0 . 9 5 で あ り ，M C Q - I - 2 5 日 本 語 版 全 2 54  
項 目 で 0 . 9 1 ， 第 1 因 子 で 0 . 8 4 ， 第 2 因 子 で 0 . 8 9 で あ っ5  
た 。各 項 目 が 除 外 さ れ た 際 の α 係 数 を 検 討 し た と こ ろ ，6  
M C Q - I 日 本 語 版 全 6 0 項 目 内 な ら び に M C Q - I - 2 5 日 本 語7  
版 の 全 2 5 項 目 内 と 各 因 子 内 の い ず れ お い て も 内 的 整 合8  
性 を 下 げ て い る 項 目 は 確 認 さ れ な か っ た 。I t e m - T o t a l 相9  
関 分 析 を 行 っ た と こ ろ ，M C Q - I 日 本 語 版 と M C Q - I - 2 5 日1 0  
本 語 版 に お け る 全 て の 項 目 の 得 点 と 合 計 得 点 と の 間 に1 1  
1 % 水 準 で 有 意 な 正 の 相 関 が 確 認 さ れ た 。 G o o d - P o o r 分1 2  
析 で は ， M C Q - I 日 本 語 版 全 6 0 項 目 と M C Q - I - 2 5 日 本 語1 3  
版 全 2 5 項 目 の 得 点 に お け る 上 位 2 5 % と 下 位 2 5 % に 該 当1 4  
す る 調 査 対 象 者 に お い て ， M C Q - I 日 本 語 版 と M C Q - I - 2 51 5  
日 本 語 版 各 項 目 の 平 均 値 の 差 を 検 討 す る 対 応 の な い t1 6  
検 定 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， M C Q - I 日 本 語 版 と M C Q - I - 2 51 7  
日 本 語 版 全 て の 項 目 に お い て 1 % 水 準 で 有 意 な 差 が 確1 8  
認 さ れ た 。  1 9  
 2 0  
M C Q - I 日 本 語 版 に お け る 妥 当 性 の 検 討  2 1  
調 査 対 象 者 に お け る 各 尺 度 の 記 述 統 計 的 特 徴 を2 2  
T a b l e  4 に 示 す 。 ま た ， 各 尺 度 間 の 相 関 係 数 を T a b l e  52 3  
に 示 す 。  2 4  
併 存 的 妥 当 性 の 検 討  M C Q - I 日 本 語 版 と M C Q - 3 0 と2 5  
の 間 で 有 意 な 正 の 相 関 が 確 認 さ れ た （ r = 0 . 5 6 ,  2 6  
9 5 % C o n f i d e n c e  i n t e r v a l [ C I ] :  0 . 4 8 ,  0 . 6 3 ,  p < 0 . 0 1 ）。 ま た ，2 7  
M C Q - I - 2 5 日 本 語 版 と M C Q - 3 0 と の 間 で 有 意 な 正 の 相 関2 8  
が 確 認 さ れ た （ r = 0 . 5 5 ,  9 5 % C I :  0 . 4 6 ,  0 . 6 3 ,  p < 0 . 0 1 ）。  2 9  
構 成 概 念 妥 当 性 の 検 討  M C Q - I 日 本 語 版 と ，P C A S な3 0  
ら び に P S Q I 日 本 語 版 と の 間 で 有 意 な 正 の 相 関 が 確 認3 1  
さ れ た （ r = 0 . 5 6 ,  9 5 % C I :  0 . 4 8 ,  0 . 6 3 ,  p < 0 . 0 1 ； r = 0 . 2 9 ,  3 2  
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9 5 % C I :  0 . 1 8 ,  0 . 3 9 ,  p < 0 . 0 1 ）。 ま た ， M C Q - I - 2 5 日 本 語 版1  
と ， P C A S な ら び に P S Q I 日 本 語 版 と の 間 で 有 意 な 正 の2  
相 関 が 確 認 さ れ た （ r = 0 . 5 6 ,  9 5 % C I :  0 . 4 8 ,  0 . 6 3 ,  p < 0 . 0 1 ；3  
r = 0 . 2 8 ,  9 5 % C I :  0 . 1 7 ,  0 . 3 8 ,  p < 0 . 0 1 ）。  4  
M C Q - I 日 本 語 版 か ら P S Q I 日 本 語 版 へ の 総 合 効 果 は5  
0 . 2 9 （ 9 5 % C I :  0 . 1 8 ,  0 . 4 1 ,  p < 0 . 0 1 ） で あ り ， 直 接 効 果 は6  
0 . 0 8 （ 9 5 % C I :  - 0 . 0 5 ,  0 . 2 1 ,  p = 0 . 2 1 ） で あ り ， 間 接 効 果 は7  
0 . 2 1 （ 9 5 % C I :  0 . 1 3 ,  0 . 3 0 ） で あ っ た （ F i g u r e  2 ）。 ま た ， 8  
M C Q - I - 2 5 日 本 語 版 か ら P S Q I 日 本 語 版 へ の 総 合 効 果 は9  
0 . 2 8 （ 9 5 % C I :  0 . 1 7 ,  0 . 3 8 ,  p < 0 . 0 1 ） で あ り ， 直 接 効 果 は1 0  
0 . 0 7 （ 9 5 % C I :  - 0 . 0 5 ,  0 . 1 8 ,  p = 0 . 3 0 ） で あ り ， 間 接 効 果 は1 1  
0 . 2 1 （ 9 5 % C I :  0 . 1 3 ,  0 . 3 0 ） で あ っ た （ F i g u r e  3 ）。  1 2  
弁 別 的 妥 当 性 の 検 討  各 尺 度 間 の 偏 相 関 係 数 を1 3  
T a b l e  6 に 示 す 。  1 4  
M C Q - 3 0 を 制 御 変 数 と し た ，M C Q - I 日 本 語 版 と ， P C A S1 5  
に お け る 第 1 因 子 ， 第 2 因 子 ， 第 3 因 子 ， 合 計 得 点 と1 6  
の 間 で 有 意 な 正 の 偏 相 関 が 確 認 さ れ た（ r = 0 . 2 2 ,  9 5 % C I :  1 7  
0 . 1 1 ,  0 . 3 3 ,  p < 0 . 0 1 ； r = 0 . 4 6 ,  9 5 % C I :  0 . 3 6 ,  0 . 5 5 ,  p < 0 . 0 1 ；1 8  
r = 0 . 2 5 ,  9 5 % C I :  0 . 1 4 ,  0 . 3 6 ,  p < 0 . 0 1； r = 0 . 3 5 ,  9 5 % C I :  0 . 2 4 ,  1 9  
0 . 4 5 ,  p < 0 . 0 1 ）。 ま た ， M C Q - I 日 本 語 版 を 制 御 変 数 と し2 0  
た ， M C Q - 3 0 と ，  P C A S に お け る 第 1 因 子 ， 第 3 因 子 ，2 1  
合 計 得 点 と の 間 で 有 意 な 正 の 相 関 が 確 認 さ れ た2 2  
（ r = 0 . 4 6 ,  9 5 % C I :  0 . 3 6 ,  0 . 5 5 ,  p < 0 . 0 1 ； r = 0 . 2 3 ,  9 5 % C I :  2 3  
0 . 1 2 ,  0 . 3 4 ,  p < 0 . 0 1； r = 0 . 3 9 ,  9 5 % C I :  0 . 2 9 ,  0 . 4 8 ,  p < 0 . 0 1 ）。2 4  
一 方 ， M C Q - 3 0 と ， P C A S に お け る 第 2 因 子 と の 間 で 有2 5  
意 な 偏 相 関 が 確 認 さ れ な か っ た （ r = 0 . 0 6 ,  9 5 % C I :  - 0 . 0 6 ,  2 6  
0 . 1 7 ,  p = 0 . 1 2 ）。  2 7  
M C Q - 3 0 を 制 御 変 数 と し た ， M C Q - I - 2 5 日 本 語 版 と ，  2 8  
P C A S に お け る 第 1 因 子 ， 第 2 因 子 ， 第 3 因 子 ， 合 計 得2 9  
点 と の 間 で 有 意 な 正 の 偏 相 関 が 確 認 さ れ た （ r = 0 . 2 4 ,  3 0  
9 5 % C I :  0 . 1 3 ,  0 . 3 5 ,  p < 0 . 0 1 ； r = 0 . 4 1 ,  9 5 % C I :  0 . 3 1 ,  0 . 5 0 ,  3 1  
p < 0 . 0 1 ； r = 0 . 2 6 ,  9 5 % C I :  0 . 1 5 ,  0 . 3 6 ,  p < 0 . 0 1 ； r = 0 . 3 5 ,  3 2  
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9 5 % C I :  0 . 2 4 ,  0 . 4 5 ,  p < 0 . 0 1 ）。 ま た ， M C Q - I - 2 5 日 本 語 版1  
を 制 御 変 数 と し た ， M C Q - 3 0 と ，  P C A S に お け る 第 1 因2  
子 ， 第 3 因 子 ， 合 計 得 点 と の 間 で 有 意 な 正 の 相 関 が 確3  
認 さ れ た （ r = 0 . 4 6 ,  9 5 % C I :  0 . 3 6 ,  0 . 5 5 ,  p < 0 . 0 1 ； r = 0 . 2 4 ,  4  
9 5 % C I :  0 . 1 3 ,  0 . 3 5 ,  p < 0 . 0 1 ； r = 0 . 4 0 ,  9 5 % C I :  0 . 3 0 ,  0 . 4 9 ,  5  
p < 0 . 0 1 ）。 一 方 ， M C Q - 3 0 と ， P C A S に お け る 第 2 因 子 と6  
の 間 で 有 意 な 偏 相 関 が 確 認 さ れ な か っ た （ r = 0 . 1 0 ,  7  
9 5 % C I :  - 0 . 0 2 ,  0 . 2 1 ,  p = 0 . 1 2 ）。  8  
臨 床 的 妥 当 性 の 検 討  各 群 の 年 齢 か ら ， M C Q - I 日 本9  
語 版 な ら び に M C Q - I - 2 5 日 本 語 版 と M C Q - 3 0 日 本 語 版 へ1 0  
の 有 意 な 共 通 回 帰 式 は 確 認 さ れ な か っ た （ [ 慢 性 不 眠 障1 1  
害 群 ] β = 0 . 0 6 ,  9 5 % C I :  - 0 . 3 3 ,  0 . 4 3 ,  p = 0 . 7 9 ； β = 0 . 0 6 ,  1 2  
9 5 % C I :  - 0 . 3 3 ,  0 . 4 3 ,  p = 0 . 7 8； β = 0 . 0 4 ,  9 5 % C I :  - 0 . 3 5 ,  0 . 4 1 ,  1 3  
p = 0 . 8 3  [ 大 学 生 群 ] β = 0 . 0 9 ,  9 5 % C I :  - 0 . 0 3 ,  0 . 2 0 ,  p = 0 . 2 0 ；1 4  
β = 0 . 0 2 ,  9 5 % C I :  - 0 . 1 0 ,  0 . 1 3 ,  p = 0 . 7 0 ； β = - 0 . 0 2 ,  9 5 % C I :  1 5  
- 0 . 1 4 ,  0 . 1 0 ,  p = 0 . 7 5 ）。 そ の た め ， 以 降 は ， 対 応 の な い t1 6  
検 定 を 実 施 し た 。 慢 性 不 眠 障 害 患 者 群 と 大 学 生 群 に お1 7  
い て ，M C Q - I 日 本 語 版 と M C Q - I - 2 5 日 本 語 版 に 有 意 な 差1 8  
が 確 認 さ れ た （ t [ 3 1 5 ] = 3 . 9 5 ,  p < 0 . 0 1 ,  H e d g e s ’  g = 0 . 7 9 ；1 9  
t [ 3 1 5 ] = 4 . 1 8 ,  p < 0 . 0 1 ,  H e d g e s ’  g = 0 . 8 4 ）。一 方 ，M C Q - 3 0 日2 0  
本 語 版 に は 有 意 な 差 が 確 認 さ れ な か っ た （ t [ 3 1 5 ] = 0 . 3 8 ,  2 1  
p = 0 . 7 1 ,  H e d g e s ’  g = 0 . 0 8 ）。  2 2  
 2 3  
考 察  2 4  
 2 5  
 本 研 究 の 目 的 は ， 原 版 の 尺 度 開 発 過 程 な ら び に 信 頼2 6  
性 と 妥 当 性 の 検 討 過 程 の 課 題 点 を 踏 ま え て ， M C Q - I 日2 7  
本 語 版 の 短 縮 版 を 開 発 す る こ と と ， 短 縮 版 の 信 頼 性 と2 8  
妥 当 性 を 検 討 す る こ と で あ っ た 。本 研 究 の 結 果 か ら ，短2 9  
縮 版 で あ る M C Q - I - 2 5 日 本 語 版 は ，M C Q - I 日 本 語 版 と 比3 0  
較 し て ， 高 い 信 頼 性 と 妥 当 性 が 確 認 さ れ た 。  3 1  
 3 2  
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項 目 分 析 と 因 子 構 造 の 検 討  1  
 確 認 的 因 子 分 析 の 結 果 ， M C Q - I 日 本 語 版 が 1 因 子 構2  
造 で あ る と い う モ デ ル で は ， 十 分 な 因 子 論 的 妥 当 性 が3  
示 さ れ な か っ た 。一 方 ，項 目 分 析 と 探 索 的 因 子 分 析 の 結4  
果 ，M C Q - I - 2 5 日 本 語 版 は ，全 2 5 項 目 か ら 構 成 さ れ ，原5  
版 の 想 定 と 同 様 に ， 睡 眠 に 関 す る メ タ 認 知 的 信 念 と 睡6  
眠 に 関 す る メ タ 認 知 的 プ ラ ン の 2 因 子 構 造 で あ る と 示7  
唆 さ れ た 。 ま た ， 確 認 的 因 子 分 析 の 結 果 ， M C Q - I - 2 5 日8  
本 語 版 が 2 因 子 構 造 で あ る と い う モ デ ル で は ， M C Q - I9  
日 本 語 版 が 1 因 子 構 造 で あ る と い う モ デ ル と 比 較 し て ，1 0  
許 容 さ れ う る 因 子 論 的 妥 当 性 が 示 さ れ た 。こ の 結 果 は ，1 1  
M C Q - I - 2 5 日 本 語 版 が ， 原 版 の 概 念 定 義 に 即 し た 上 で ，1 2  
睡 眠 に 関 す る メ タ 認 知 を 測 定 し て い る と い う 因 子 論 的1 3  
妥 当 性 を 示 す 根 拠 に な り う る 。 こ の こ と か ら ， M C Q - I -1 4  
2 5 日 本 語 版 は ， 因 子 論 的 妥 当 性 が 確 認 さ れ て い な い1 5  
M C Q - I 日 本 語 版 と 比 較 し て ， よ り 高 い 妥 当 性 を 有 し て1 6  
い る と 考 え ら れ る 。 ま た ， M C Q - I - 2 5 日 本 語 版 は ， 原 版1 7  
よ り も 項 目 数 が 少 な い こ と か ら ， よ り 利 便 性 が 高 ま っ1 8  
た と 考 え ら れ る 。  1 9  
 2 0  
信 頼 性 の 検 討  2 1  
信 頼 性 に 関 す る 検 討 の 結 果 ，M C Q - I 日 本 語 版 と M C Q -2 2  
I - 2 5 日 本 語 版 の 尺 度 全 体 と 各 因 子 の 項 目 は ， い ず れ も2 3  
高 い 内 的 整 合 性 を 有 し て い る こ と が 示 さ れ た 。 こ れ ら2 4  
の 結 果 か ら ， M C Q - I - 2 5 日 本 語 版 で は ， 尺 度 全 体 と 各 因2 5  
子 の 内 的 整 合 性 に 寄 与 す る 項 目 が 選 定 さ れ た と 考 え ら2 6  
れ る 。  2 7  
 2 8  
妥 当 性 の 検 討  2 9  
 相 関 分 析 の 結 果 ，M C Q - I 日 本 語 版 と M C Q - I - 2 5 日 本 語3 0  
版 で 測 定 さ れ る 睡 眠 に 関 す る メ タ 認 知 は ， 心 配 に 関 す3 1  
る メ タ 認 知 と 関 連 し て い る こ と が 示 さ れ た 。 心 配 に 関3 2  
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す る メ タ 認 知 は 睡 眠 に 関 す る メ タ 認 知 を 包 含 す る 広 義1  
な 概 念 で あ る こ と か ら ， M C Q - I 日 本 語 版 と 同 様 に ，2  
M C Q - I - 2 5 日 本 語 版 の 併 存 的 妥 当 性 が 確 認 さ れ た と 考3  
え ら れ る 。  4  
M C Q - I 日 本 語 版 と M C Q - I - 2 5 日 本 語 版 で 測 定 さ れ る5  
睡 眠 に 関 す る メ タ 認 知 は ， 認 知 的 覚 醒 と 強 く 関 連 し て6  
お り ， 総 合 的 な 睡 眠 の 質 と 弱 く 関 連 し て い る こ と が 示7  
さ れ た 。 ま た ， 共 分 散 構 造 分 析 の 結 果 ， M C Q - I 日 本 語8  
版 と M C Q - I - 2 5 日 本 語 版 で 測 定 さ れ る 睡 眠 に 関 す る メ9  
タ 認 知 が 認 知 的 覚 醒 を 媒 介 し て ， 間 接 的 に 総 合 的 な 睡1 0  
眠 の 質 に 関 連 す る こ と が 示 さ れ た 。こ れ ら の 結 果 は ，睡1 1  
眠 に 関 す る メ タ 認 知 が 認 知 的 覚 醒 を 高 め る こ と で 慢 性1 2  
不 眠 障 害 を 維 持 さ せ る と い う 概 念 定 義 （ B r o o m f i e l d  e t  1 3  
a l . ,  2 0 0 5 ） と 一 致 し て い る 。 そ の た め ， M C Q - I 日 本 語 版1 4  
と 同 様 に ， M C Q - I - 2 5 日 本 語 版 の 構 成 概 念 妥 当 性 が 確 認1 5  
さ れ た と 考 え ら れ る 。  1 6  
 偏 相 関 分 析 の 結 果 ，M C Q - I 日 本 語 版 と M C Q - I - 2 5 日 本1 7  
語 版 で 測 定 さ れ る 睡 眠 に 関 す る メ タ 認 知 と M C Q - 3 0 日1 8  
本 語 版 で 測 定 さ れ る 心 配 に 関 す る メ タ 認 知 は ， 認 知 的1 9  
覚 醒 と 同 程 度 関 連 し て い る こ と が 示 さ れ た 。 こ の 結 果2 0  
か ら ，“ 睡 眠 に 関 す る メ タ 認 知 は ， 心 配 に 関 す る メ タ 認2 1  
知 と 比 較 し て ，認 知 的 覚 醒 を よ り 強 く 予 測 す る 概 念 ”で2 2  
あ る こ と は 支 持 さ れ な か っ た 。一 方 ，睡 眠 に 関 す る メ タ2 3  
認 知 の み は ， 認 知 的 覚 醒 の 第 2 因 子 で あ る 眠 れ な い こ2 4  
と に つ い て の 心 配 と 関 連 し て い る こ と が 示 さ れ た 。 眠2 5  
れ な い こ と に つ い て の 心 配 は ， 他 の 心 配 内 容 と 比 較 し2 6  
て ， 慢 性 不 眠 障 害 と 強 く 関 連 し て い る こ と が 報 告 さ れ2 7  
て い る （ W a t t s ,  C o y l e ,  &  E a s t ,  1 9 9 4 ； 宗 澤 他 ， 2 0 0 7 ）。2 8  
そ の た め ，眠 れ な い こ と に つ い て の 心 配 は ，認 知 的 覚 醒2 9  
の 中 で も ， 慢 性 不 眠 障 害 の 中 核 的 な 維 持 要 因 で あ る と3 0  
考 え ら れ る 。こ れ ら の こ と を 総 合 的 に 解 釈 す る と ，睡 眠3 1  
に 関 す る メ タ 認 知 は ，心 配 に 関 す る メ タ 認 知 と 異 な り ，3 2  
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眠 れ な い こ と に つ い て の 心 配 も 含 め た 認 知 的 覚 醒 の 幅1  
広 い 側 面 を 予 測 す る 可 能 性 が あ る と 考 え ら れ る 。 こ の2  
可 能 性 か ら ， M C Q - I 日 本 語 版 と 同 様 に ， M C Q - I - 2 5 日 本3  
語 版 の 弁 別 的 妥 当 性 が 確 認 さ れ た と 考 え ら れ る 。  4  
t 検 定 の 結 果 ， 慢 性 不 眠 障 害 患 者 群 は 大 学 生 群 よ り も5  
M C Q - I 日 本 語 版 と M C Q - I - 2 5 日 本 語 版 で 測 定 さ れ る 睡6  
眠 に 関 す る メ タ 認 知 を よ り 有 し て い る と 示 さ れ た が ，7  
M C Q - 3 0 日 本 語 版 で 測 定 さ れ る 心 配 に 関 す る メ タ 認 知8  
で は 有 意 な 差 が 示 さ れ な か っ た 。こ の 結 果 は“ 睡 眠 に 関9  
す る メ タ 認 知 は ， 慢 性 不 眠 障 害 患 者 に 特 有 な 認 知 的 特1 0  
徴 で あ る ” と い う 先 行 研 究 の 示 唆 （ B r o o m f i e l d  e t  a l . ,  1 1  
2 0 0 5 ； W a i n e  e t  a l . ,  2 0 0 9 ） を 支 持 す る こ と か ら ， M C Q -1 2  
I 日 本 語 版 と 同 様 に ， M C Q - I - 2 5 日 本 語 版 の 臨 床 的 妥 当1 3  
性 が 確 認 さ れ た と 考 え ら れ る 。  1 4  
 1 5  
限 界 と 展 望  1 6  
 最 後 に ，本 研 究 の 限 界 と 展 望 を 述 べ る 。第 一 に ，本 研1 7  
究 で は 再 検 査 信 頼 性 に つ い て 検 討 さ れ て い な い 点 が 挙1 8  
げ ら れ る 。睡 眠 に 関 す る メ タ 認 知 は ，個 人 が 有 す る 睡 眠1 9  
に 対 す る 考 え 方 の 構 え で あ る こ と（ W a i n e  e t  a l . ,  2 0 0 9 ）2 0  
か ら ，比 較 的 安 定 し た 個 人 の 特 性 で あ る と 考 え ら れ る 。2 1  
そ の た め ， M C Q - I - 2 5 日 本 語 版 の 再 検 査 信 頼 性 を 確 認 す2 2  
る こ と は 構 成 概 念 妥 当 性 を 示 す 根 拠 と な り う る こ と か2 3  
ら ，今 後 の 検 討 が 望 ま れ る 。第 二 に ，本 研 究 は 横 断 的 調2 4  
査 で あ っ た こ と か ら ， 本 研 究 で 示 さ れ た 関 連 性 の 因 果2 5  
関 係 ま で は 言 及 で き な い 点 で あ る 。今 後 は ，縦 断 的 調 査2 6  
や 実 験 を 実 施 す る こ と で ， 睡 眠 に 関 す る メ タ 認 知 が 及2 7  
ぼ す 影 響 性 を 検 討 す る 必 要 が あ る と 考 え ら れ る 。 第 三2 8  
に ， 原 版 と 本 研 究 の 対 象 者 の 特 徴 に 乖 離 が あ る 点 が 挙2 9  
げ ら れ る 。本 研 究 の 慢 性 不 眠 障 害 患 者 は ，原 版 の 対 象 者3 0  
と 比 較 し て ，睡 眠 薬 を 服 用 し て い る 者 ，睡 眠 時 無 呼 吸 症3 1  
候 群 と い っ た 他 の 睡 眠 障 害 が 併 存 し て い る 者 ， 年 齢 が3 2  
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高 い 者 が 多 か っ た 。こ れ ら の 特 徴 は ，本 研 究 の 結 果 に 影1  
響 を 及 ぼ す 交 絡 要 因 と な っ て い る 可 能 性 が あ る 。 今 後2  
は ， 原 版 と 同 様 に 慢 性 不 眠 障 害 の み 確 定 診 断 を 受 け た3  
患 者 に 調 査 を 実 施 し ， M C Q - I - 2 5 日 本 語 版 の 信 頼 性 と 妥4  
当 性 が 本 研 究 と 原 版 と 同 様 に 確 認 さ れ る か 検 討 す る 必5  
要 が あ る と 考 え ら れ る 。  6  
 7  
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Yes (Medical referral letter on chronic insomnia disorder) 12 (44.44)
Yes (Medical referral letter on breathing-related sleep disorder) 2 (7.41)




Yes (Breathing-related sleep disorder) 21 (77.78)




Severe insomnia (22-28) 7 (25.92)
Moderate insomnia (15-21) 18 (66.67)
Sub-threshold insomnia (8-14) 2 (7.41)
Control (0-7) 0 (0.00)
Table 1   Chronic insomnia disorder patients demographics
Variables
History of doctor seeing, n  (%)
Sleep medication, n  (%)
Note.   CI: Confidence interval    ISI: Insomnia Severity Index
ISI, mean  (95%CI) SD : 19.04 (17.57, 20.51) 3.90
No other sleep-wake disorder nor sleep medication, n  (%): 0 (0.00)
Chronic insomnia disorder patients
 (n =27)
Physical disorder (e.g. Cardiovascular disorder), n  (%)
Other sleep-wake disorder, n  (%)
ISI, n  (%)
26 













































































































































































































































































































































































Note.    Undergraduates (n =330)    **: p  < 0.01    CI: Cofindence interval    df : degree of freedom    α-i: α if deleted    I-T: Item-total analysis    G-P: Good-poor analysis
Introduction: この質問票は，人々が持つ「夜眠りにつく前に布団で横になっている時の体験」についての信念に関係するものです。以下に，人々が表す信念が記載されています。それぞれの項
目を読み，普段のあなたの考え方にあてはまる番号に○をつけてください。回答に正解や不正解はありませんので，全ての項目に回答してください。
Likert scale: 1. あてはまらない～2. あまりあてはまらない～3. ややあてはまる～4. あてはまる














38 眠れない時間というものは，全くもって無駄な時間である 0.81 -0.23 0.48
2.42
(2.31, 2.54)
1.06 0.91 0.82 0.43**
8.48, 167.00**
(1.30)
56 眠れない時間を過ごすことは，とても退屈な時間である 0.69 -0.13 0.38
2.54
(2.43, 2.65)
1.05 0.91 0.82 0.43**
8.58, 164.88**
(1.31)
55 布団で考え込んでしまうことは，次の日うまく対処できないことを意味する 0.68 0.01 0.47
1.95
(1.84, 2.05)
0.94 0.90 0.82 0.54**
11.26, 146.59**
(1.71)
35 布団でリラックスできないことは，とてもイライラすることを意味する 0.64 0.02 0.42
2.48
(2.37, 2.59)
1.01 0.90 0.82 0.53**
11.16, 167.00**
(1.71)
32 布団で考え込んでしまうことは，次の日うまくいかないことを意味する 0.63 0.09 0.48
1.96
(1.86, 2.05)
0.89 0.90 0.81 0.58**
11.93, 146.51**
(1.80)
29 眠れないことは，次の日元気に過ごせないことを意味する 0.57 -0.10 0.27
2.88
(2.77, 2.99)
1.05 0.91 0.83 0.36**
7.12, 154.94**
(1.09)
34 眠れない時間を過ごすことは，ひどい眠りをしていることを意味する 0.51 0.06 0.30
2.27
(2.17, 2.38)
0.97 0.90 0.83 0.46**
8.69, 167.00**
(1.34)
11 眠れない時間を過ごすことは，とても寂しいことである 0.45 0.11 0.27
2.45
(2.33, 2.56)
1.06 0.90 0.83 0.46**
9.44, 167.00**
(1.44)
25 布団で緊張してしまうことは，非常にストレスを感じてしまうことを意味する 0.43 0.27 0.40
2.66
(2.55, 2.77)






6 眠りにつく前に，心と身体をリラックスさせなければならない -0.11 0.67 0.37
2.86
(2.76, 2.96)
0.94 0.90 0.88 0.50**
10.62, 139.25**
(1.65)
46 眠りにつく前に，自分の身体がどのくらいリラックスしているかを観察するべきである 0.03 0.66 0.46
2.14
(2.04, 2.23)
0.89 0.90 0.88 0.60**
12.82, 167.00**
(1.96)
18 眠りにつく前に，心を休ませようとしなければならない 0.09 0.65 0.50
2.42
(2.32, 2.52)
0.95 0.90 0.88 0.65**
15.09, 167.00**
(2.32)
8 眠りにつく前に，眠りを妨げるような身体の感覚を確認するべきである -0.13 0.65 0.34
2.35
(2.25, 2.45)
0.94 0.90 0.88 0.49**
10.31, 167.00**
(1.58)
19 布団に入っている時，自分がどのくらい睡眠に近づいているかを確認するべきである 0.02 0.64 0.42
2.03
(1.94, 2.13)
0.88 0.90 0.88 0.57**
12.25, 157.72**
(1.87)
7 眠れない時，寝室の中に眠りを妨げるものがないか見つけだすべきである -0.16 0.63 0.30
2.30
(2.19, 2.41)
0.98 0.91 0.88 0.44**
9.93, 163.50**
(1.53)
28 眠りにつく前に，思いつく眠りの様々な方法で，考え事をコントロールするべきである 0.04 0.61 0.40
2.25
(2.15, 2.35)
0.90 0.90 0.88 0.57**
13.25, 167.00**
(2.04)
23 眠りにつく前に，身体の感覚を遮断するように努めるべきである 0.06 0.55 0.34
2.14
(2.04, 2.24)
0.92 0.90 0.88 0.54**
10.94, 157.19**
(1.66)
60 消灯したら，眠りをコントロールしようと努めるべきである 0.21 0.54 0.48
2.41
(2.31, 2.52)
0.97 0.90 0.88 0.64**
18.38, 167.00**
(2.82)
10 消灯したら，脳が睡眠の準備をするまで待たなければならない 0.01 0.53 0.29
2.18
(2.08, 2.28)
0.93 0.90 0.88 0.48**
9.99, 162.12**
(1.53)
21 眠れない時，以前うまく眠れた夜の記憶に頼るべきである -0.05 0.51 0.23
1.98
(1.88, 2.09)
0.93 0.91 0.88 0.41**
8.77, 162.22**
(1.33)
57 眠りにつく前に，心の中を整理しなければならない 0.16 0.51 0.38
2.17
(2.08, 2.27)
0.88 0.90 0.88 0.57**
12.97, 167.00**
(1.98)
14 眠りにつく前に，自分の考え事を観察するべきである -0.01 0.50 0.24
2.11
(2.02, 2.21)
0.89 0.91 0.88 0.43**
8.48, 163.19**
(1.29)
41 眠りにつく前に，自分の考え事を自由にさせるべきである -0.14 0.48 0.18
2.67
(2.56, 2.77)
0.98 0.91 0.89 0.32**
7.75, 142.63**
(1.18)
51 眠りにつく前に，考え事を切り替えて遮断しようとするべきである 0.17 0.48 0.36
2.30
(2.20, 2.41)
1.00 0.90 0.88 0.55**
12.66, 167.00**
(1.95)
12 眠りにつく前に，ストレスの多い考え事をストレスの少ないものに置き換えるべきである 0.13 0.44 0.27
2.46
(2.35, 2.57)










Note.    Undergraduates (n =330)    **: p  < 0.01    CI: Cofindence interval    df : degree of freedom    α-i: α if deleted    I-T: Item-total analysis    G-P: Good-poor analysis





























































































































































Table 4   Participants' attributions
Undergraduates
(n =290)
Chronic insomnia disorder patients
 (n =27)
Note.   CI: Confidence interval    MCQ-I: Metacognitions Questionnaire-Insomnia    MCQ-30: Metacognitions Questionnaire-30


































































































































F3 score: Worry about the













PSQI Global PSQI score: Sleep
disturbance
-
Table 5   Correlations among variables
Pearson's correlation coefficient
(95% CI)
MCQ-I-25 MCQ-30 PCAS PSQIMCQ-I
Note.    Undergraduates (n =290)    **: p  < 0.01   CI: Confidence interval    MCQ-I: Metacognitions Questionnaire-Insomnia    MCQ-30: Metacognitions Questionnaire-30    PCAS: Pre-sleep Cognitive Activity










































































Note.     Undergraduates (n =290)    **: p  < 0.01    CI: Confidence interval    MCQ-I: Metacognitions Questionnaire-Insomnia    MCQ-30:
Metacognitions Questionnaire-30    PCAS: Pre-sleep Cognitive Activity Scale
a
 Partial correlation coefficient between MCQ-I total score and PCAS total score is regulated by MCQ-30.
b
 Partial correlation coefficient between MCQ-30 total score and PCAS total score is regulated by MCQ-I.
c
 Partial correlation coefficient between MCQ-I-25 total score and PCAS total score is regulated by MCQ-30.
d
 Partial correlation coefficient between MCQ-30 total score and PCAS total score is regulated by MCQ-I-25.
Partial correlation coefficient
(95% CI)
Table 6   Partial correlations among variables
MCQ-I total score:
Metacognition
about sleep 
a
MCQ-30 total score:
Metacognition
about worry 
b
MCQ-I-25 total score:
Metacognition
about sleep 
c
MCQ-30 total score:
Metacognition
about worry 
d
31 
 
32 
 
33 
 
 
